
 

 

 

 

 

 

 

 

本県の刑法犯認知件数は 14,000 件を超え、県民の誰もが予期せぬ犯罪に巻き込まれ、犯罪被害者となる

可能性があります。一方、こうした被害に遭いながら警察などに届け出ず、悩みを抱えている方が、暴行・

脅迫では約６割、性的事件では約８割にのぼるとされており、県では、被害を抱え込まずに支援機関に相談

し、必要な支援を受けられるよう取り組んでいます。 

取組の一つとして相談窓口の周知が重要となりますが、相談窓口の存在を知らない県民の割合は約４割

となっており、引き続き、相談窓口の認知度向上が課題と考えています。 

 

「広島被害者支援センター」（理事長：山本一隆氏）は、電話相談や心理相談、弁護士相談、警察等への

付き添い支援など被害者に寄り添った支援を続けており、今年で 20 周年を迎えました。 

県ではセンタ－とも連携して施策を推進しており、毎年 11 月 25 日から 12 月１日までの「犯罪被害者週

間」では、両者の共催により「被害者支援講演会」及び「街頭キャンペーン」を行っています。 

 

今年度講演をされるのは精神科医の飛鳥井望氏で、トラウマや PTSD の治療を専門としており、国の犯罪

被害者等基本計画策定・推進専門委員等会議の議長も務めた経験のある、この分野における第一人者の先生

です。 

また、街頭キャンペーンではメイプル君と一緒に警察、県、市、広島被害者支援センター、学生ボランテ

ィア総勢約 50 名が、相談窓口を案内するリーフレットなどを配り、通勤・通学中の方々に犯罪被害者支援

への理解と協力を求めます。 

つきましては、ぜひご取材いただき、犯罪被害者支援へのご協力をお願いします。 

 

【街頭キャンペーン】 

日時：令和６年１１月２５日（月）午前７時３０分から午前８時３０分 

場所：JR広島駅南北自由通路（JR 在来線の入口と新幹線口を繋ぐ通路） 

 

【広島被害者支援センター設立 20 周年記念行事】 

日時：令和６年１１月２６日（火） 

午後１時１５分から午後４時１５分まで 

場所：広島 YMCA 国際文化センター・国際文化ホール（広島市中区八丁堀７－11） 

講演：「よりよい被害者支援に向けて」 

精神科医、被害者支援都民センター理事長　飛鳥井　 望  
あ す か い のぞむ

　パネルディスカッション：「被害者支援の現状と今後の在り方を考える」 

　演奏会　広島県警察音楽隊 

資料提供 

令和６年 11 月 18 日 

課　名：県民活動課 

担当者：中村 

電話番号：082-513-2744
11 月 25 日から 12月 1日は犯罪被害者週間です。

＼広島被害者支援センター設置から  

学生ボランティア等と連携し、総勢５０名で 

犯罪被害者週間にあわせて街頭キャンペーンを実施 

日時：11 月 25 日（火）7:30～8:30　場所：ＪＲ広島駅南北自由通路

（昨年度の様子）

広島被害者支援センター 

☎ 082-544-1110(相談無料・通話料のみ) 

　　　〔時間〕月～土　午前９時～午後５時
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